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                   コンポジット類の調製と応用）  

審査結果の概要（2,000 字以内） 

 当該学位論文は、(1) 種々の低分子有機化合物がカプセル化されたフルオロアルキル基含有ビニル

トリメトキシシランオリゴマー/ホウ酸ナノコンポジット類の調製と耐熱性、（2）フルオロアルキル基

含有ビニルトリメトキシシランオリゴマー/ホウ酸/ポリ(N-メチルベンズアミド)-b-ポリ(プロピレンオ

キシド)ブロックコポリマーナノコンポジットの調製 - 800℃焼成後においてもナノコンポジット中で

重量減少を示さないブロックコポリマー、および(3) フルオロアルキル基含有ビニルトリメトキシシ

ランオリゴマー/ホウ酸ナノコンポジットにより改質された両疎媒性ポリ(ビニルアルコール)改質フィ

ルムの作製についてそれぞれ記載されている。特に、当該論文（1）においては新しいタイプの含フッ

素オリゴマー/ホウ酸ナノコンポジット類の調製を行ない、次いで、ゲスト分子としてヒドロキシ基を

有する低分子芳香族化合物 (Ar-OH)以外に、ヒドロキシ基を含まない低分子芳香族化合物(Ar-H)さら

にはヒドロキシ基含有脂肪族化合物に注目し、これらゲスト分子の含フッ素オリゴマー/ホウ酸ナノコ

ンポジットコア内へのカプセル化およびこれらナノコンポジット類の耐熱性について検討がなされ

た。その結果、これら一連のゲスト分子は 800 ℃焼成後においてもナノコンポジットコア内において

熱重量減少を示さず、対応する有機化合物へ耐熱性を付与させることができた。当該論文（2）におい

ては含フッ素オリゴマー/ホウ酸ナノコンポジットコア内への高分子化合物（アミドユニットを含む芳

香族系熱可塑性エラストマー）のカプセル化、次いで得られたコンポジット類の耐熱性について検討

が行われた。カプセル化された熱可塑性エラストマーにおいては 800℃焼成後においても熱重量減少

を示さず、耐熱性に優れた高分子材料の創出が明確となった。一方、アミドユニットを含まない同じ

芳香族熱可塑性エラストマーにおいては、目的とするコンポジットは調製できず、対応するエラスト



マーは明確な熱重量減少を示す結果が得られた。従って、ナノコンポジットコア内におけるエラスト

マーへの耐熱性付与にはアミドユニットが重要な官能基となることが示唆された。当該論文(3)におい

ては、先に示した芳香族エラストマーと同様、同じ高分子化合物であり、特に汎用の脂肪族高分子材

料として種々の分野において多用されているポリビニルアルコール(PVA)に注目し、含フッ素オリゴ

マー/ホウ酸ナノコンポジットによる PVA の表面改質について検討が行われた。特に、酸性条件下に

おける含フッ素ナノコンポジットによる表面改質により作製された PVA フィルムにおいては優れた

耐水性さらにはコンポジット中のフルオロアルキル基に起因した撥油性、すなわち両疎媒性を改質膜

表面に付与できた。 

 このように、本研究ではフルオロアルキル基含有ビニルトリメトキシシランオリゴマー/ホウ酸ナノ

コンポジットをキーマテリアルとすることにより、種々の構造を有する低分子有機化合物さらには熱

可塑性エラストマー等の高分子化合物へ耐熱性を付与させる知見は今までにその報告例がほとんどな

されていないことから、これらの研究成果は高く評価できる。本研究ではまた、本ナノコンポジット

により親水性の高い汎用の脂肪族高分子化合物であるポリビニルアルコールの表面改質を可能とさ

せ、その改質膜表面に両疎媒性を長期に渡り発現しうる知見も極めてユニークなものである。さらに、

当該学生の予備審査、本審査さらには公聴会における本研究成果に関するプレゼンテーション内容お

よび口頭試問の結果は学位論文審査試験に合格するものと判断された。 
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